
アサヒ・アート・フェスティバル 2008参加事業   「The アートフォークロアリズム in 上町台地」

NOET（写真家）が撮影した歴史の丘、上町台地の写真展です。

　8月24日（日）～９月７日（日） 12：00～19:00 入場無料

○應典院寺町倶楽部主催事業○

ARCトークコンピレーション#018
「京都発！市民メディアと持続可能な地域デザイン」
京都拠点に、市民が情報を発信するラジオカフェの運営から、イベントで利用するリユース食器、
フェアトレード、イベントサポートまで幅広く活動する太田航平さん。市民が作り出す持続可能な
地域づくりについて、様々な方面から考えていきます。

ゲスト：太田航平
　　　 （市民メディア全国交流集会’08京都実行委員会事務局長/京都ラジオカフェ株式会社専務取締役/ 
           NPO地域環境デザイン研究所ecotone代表理事）
　9月27日（土） 　18:00～20:00　￥1,000（お茶、資料代）
会場／築港ARC

大阪のアートを知り尽くすの会 vol.6
散策ガイドマップ「ミニシアター」編
かつて、文化の中心だったまちと表現される大阪。とはいえ今でも文楽や近代建築などの伝統文化
が盛んで、じっくりとものづくりができるまちであり、また同時に前衛的なアートシーンや小演劇界
でのその存在感もやはり濃厚ではないでしょうか。この会では参加者皆で、築港ARCのライブラ
リー資料や雑誌「大阪人」を活用して、大阪の小劇場マップ、大大阪モダニズム建築マップ、音楽ロッ
クシーンマップなどなど、様々なテーマで作り上げ、文化芸術のまちとして、大阪には何があり、何が
あったのか、今一度見つめなおしてみます。

　9月6日（土） 　18:00～20:00　￥500（お茶、資料代）
会場／築港ARC

○大阪市現代芸術創造事業○

應典院寺町倶楽部　TEL：06-6771-7641　FAX：06-6770-3147　info@outenin.com　http://www.outenin.com　　

築港ARC(ちっこうアーク)　TEL＆FAX：06-4308-5517　arc@outenin.com　http://www.webarc.jp

應典院寺町倶楽部のニューズ・ペーパー［サリュ］第57号2008年9・10月号

ちがいを見
るのは、

人びとの偏
見である。

（「仏教聖典
」より）

【サリュ】…フランス語で「救い」の意
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夏
の
應
典
院
は
演
劇
一
色
に

な
る
。ま
ず
は
、恒
例
の
舞
台
芸

術
祭「space×

dram
a

」だ
。そ

の
後
、蝉
時
雨
の
な
か「
大
阪
高

校
演
劇
祭﹇H
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Festival
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Ｈ
Ｐ
Ｆ
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高
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た
ち
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き
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に
、こ
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時
期
の
應
典
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を
演
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子
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と
呼
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る
。

　

そ
ん
な
夏
、先
般
、寺
子
屋

ト
ー
ク
に
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
と
し

て
お
招
き
し
た
加
藤
種
男
さ
ん

の
還
暦
の
祝
宴
に
お
誘
い
を
受

け
た
。お
盆
前
の
東
京
と
お
盆
明

け
の
大
阪
の
う
ち
、大
阪
の
み
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。ビ
ー
ル

瓶
を
手
に
し
た
乾
杯
の
踊
り
、金

粉
ダ
ン
サ
ー
の
祝
い
の
踊
り
、全

員
で
の
替
え
歌
の
合
唱
な
ど
の

演
出
に
、ご
本
人
も「
関
西
ら
し

い
」と
笑
み
を
こ
ぼ
さ
れ
て
い
た
。

　

会
の
終
わ
り
の
加
藤
さ
ん
に

よ
る
お
礼
の
こ
と
ば
が
印
象
的

だ
っ
た
。播
磨
の
ご
出
身
ゆ
え

に
、関
西
は
故
郷
だ
と
切
り
出

し
、東
京
で
の
大
学
生
活
、町
工

場
で
の
仕
事
を
経
て
、40
歳
を
過

ぎ
て
か
ら
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
に
入

社
し
た
こ
と
、な
ど
だ
。そ
し
て
、

節
目
節
目
を
通
じ
て
、多
彩
な
仕

組
み
を
つ
く
り
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
広
が
っ
た
、と
。

　

人
生
が
語
ら
れ
た
こ
と
を
ラ

イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
。以

前
、ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
英
単
語

は
、his

+story

に
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解
で
き
る

か
ら
、歴
史
と
は
彼
の（his

）物

語（story

）と
し
て
第
三
者
に
語

ら
れ
て
こ
そ
成
立
す
る
、と
い
う

話
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聞
い
た
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え
ば
、こ
の〈
ア

ト
セ
ツ
〉も
含
め
て
、加
藤
さ
ん

が
人
生
を
語
っ
た
場
に
居
た
私

は
、今
後
、そ
の
内
容
を
他
者
に

伝
え
て
い
く
こ
と
と
な
る
。そ
う

し
て
、加
藤
さ
ん
が
先
達
と
し
て

ア
ー
ト
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
関
わ
り
方

を
開
拓
し
て
き
た
意
味
が
見
出

さ
れ
、歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
く
の

だ
ろ
う
。　　
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この夏、上町台地にて、生活の中や、まちの中からアートを再発見するプロジェクト「The アートフォークロアリズム in 上町台地」を行います。アートが紡ぐまちの記憶と人々のいとなみを、写真展から音楽
ライブ、まち歩きから落語まで、多様な表現で立ち上がらせてゆきます。　　　　　　　　　　　　　　  　会期：2008年8月24日(日)～9月７日(日)　　　協力：上町台地からまちを考える会、谷町空庭

 ［ ］＝＿ （ ウチミ・チソト）
上町台地に位置する、屋内空間「谷町空庭」と屋外空間「難波宮跡地」
での唄と自作音具によるサウンドパフォーマンス。それら二空間の移動
プロセスも含めて、日常の中に溶け込む風景や音に対する感覚を研ぎ
すます、きっかけ作りを行います。

1部：谷町空庭 （大阪市中央区常盤町1-1-8-6F）
2部：難波宮跡地 （大阪市中央区法円坂1）
参加アーティスト：mamoru（サウンドアーティスト）／大和川レコード（日常編集家/アーティスト）
　
　８月30日(土)　17:00～19:45
 1部　谷町空庭屋内ライブ     17:00～18:30（※完全予約制、定員25名）
　　        移動　　　　　 18:40～19:00
 2部　難波宮跡地屋外ライブ  19:00～19:45(※雨天決行。要雨具。）
 ￥2000（1ドリンク、つまみ付き）※難波宮ライブのみ参加カンパ制。

※このプログラムは大阪市の現代芸術創造事業の一環で企画されております。
主催：大阪市　企画運営：財団法人大阪城ホール、應典院寺町倶楽部

 落語で伝承！ 上町台地アートツーリズム【寺町編】

上方落語の代表作「天王寺参り」をテーマに、上町台地の魅力
的なスポット 四天王寺界隈を巡るまち歩きツアーを開催しま
す。まち歩き終了後には、噺家 桂都んぼさんによる実演をじっ
くり堪能できます。

1部　四天王寺界隈まち歩き 10:00～11:30
　　　まち歩き案内人：オダギリサトシ
　　　※完全予約制（定員20名）です。
　　　 ※雨天決行いたします。雨具をご用意ください。
2部　落語「天王寺参り」　   13:30～14:15
　　　落語家：桂都んぼ

　9月7日(日)　10:00～14:15
1部集合場所：JR天王寺駅中央改札前
2部：應典院

1部2部 両参加／￥1500
1部 or 2部 のみ参加／￥1000
終了後、全参加アーティストによるトークサロンを開催。

第80回いのちと出会う会 「天から授かったダウン症の遥香」
○應典院寺町倶楽部主催事業○

長女として授かった遥香ちゃんがダウン症だとわかった時には悲しみで涙が止まらなかった。遥香
ちゃんはそののち元気でたくましく育ち、今はすばらしい子どもを授かったと感謝されています。ま
た中村さんご本人は5年前に舌癌を告知され手術を受けられました。

話題提供者：中村信彦さん（茨木市議会議員　社会福祉法人とよかわ福祉会 専務理事）

　9月１8日（木）18:30～20:30　一般￥1,000　寺町倶楽部会員・学生￥700（お茶菓子付き）

第81回いのちと出会う会 「『笑み道』輝いて生きるには！」
脳出血で生死をさまよう体験から奇跡的に回復し、そののち体験したパニック症にも命がけで自
己改革していく中、原因はすべて自分の中にある事に気付き、全身で体感するプログラムを開発。
「笑み道」で心も身体もきれいになって輝いて生かされるお手伝いをされています。

話題提供者：康 有羅さん（日本表現協会代表）

　10月１6日（木）18:30～20:30　一般￥1,000　寺町倶楽部会員・学生￥700（お茶菓子付き）

○應典院演劇情報○

ミジンコターボ
「スーパーソニックジェットガール」

　9月13日（土）　15:30／19:30
　9月14日（日）　13:00／17:00
前売り／￥2,300　当日／￥2,500
  学生／￥1,500（当日のみ、要学生証）
問い合わせ／☎06-6320-1442（劇団）

オリゴ党
「カーゴ・カルト」セミはね、そんなに長くは飛べないんだって。だから木

からすぐ隣の木に飛び移ったりして鳴いているの。木
の少ない都会のセミはどうしてるんだろうと思って地
面を見たら、アスファルトで干からびてた。

でね、結局なにが言いたいのかって言うと、愛だの夢
だのっていう類は、全部まとめてファックだって事。

　9月 9日（火）　19:30
　9月10日（水）　19:30
　9月11日（木）　17:30☆ミニライブあり
　
前売り・当日共／￥2,300

space×drama2008参加公演 TEAM晩年の少年
「gold／bug！」

NOET 写真展「丘」

　10月25日（土）　19:00
　10月26日（日）　12:00／17:00
前売り／￥1,800　当日／￥2,000
  
問い合わせ／☎ 090-9161-0854（田和）
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　昨年度の優秀劇団である突劇金魚が、應典院寺町倶楽部との協働プロデュースとして、

さる7月2日～6日の日程でspace×drama 2008 のオープニングを飾った。当劇団を牽引す

るのは、代表であり作・演出のサリngROCK。ガールズロックと銘打つとおり、その作風

は、女子に焦点をあてたものだ。今回の「しまうまの毛」も、女子寮と言う閉塞した空間

で生きる女性たちを描き、彼女たちの屈折した価値観を表出させる。だが、サリ

ngROCKはそれを自閉的に終わらせない。「あたしたち変態ですけどなにか？」と、人を

喰ったような開き直りで、観る側へ逆に問いかけるのだ「あなたは、なにもの？」と。そ

のあっけらかんとした突き抜けた問いかけこそが、女性のみならず、男性からも高い

支持を得る要因である。

　突劇金魚は、今回、600名弱という過去のspace×dramaの中でも、最高に近い動員を記

録した。これは、取りも直さず劇団側の努力の賜物という一面もあるが、space×drama

がこの10年積み上げてきた舞台芸術祭としての価値が評価された結果でもあろう。ま

た、突劇金魚は、この12月に應典院からの推薦劇団として、芸術創造館での公演も決定

し、各方面からの期待と注目が集まっている。

　枠組みを一新したことで、若手の才能を見出し、育む場としての舞台芸術祭を如何

に発展・進化させていくのかが問われる今年のspace×drama。突劇金魚の公演の成果

は、その試金石となった。

8月4日、應典院の本寺である大蓮寺の本堂ならび

に墓地にて、詩の学校お盆編「それから」が開催され

ました。2001年から應典院にて開催されている詩

作のワークショップ「詩の学校」も、この時期だけは

趣向を変えて、夕暮れの墓地で詩を作ります。そう

した場に集った皆さんを、秋田光彦住職は、この春

に亡くなった檀家さんに対して贈った、山尾三省の

詩集で迎えました。あいにくの天気でしたが、詩作の時間には、なんとか雨も止みました。

「死と詩が同じ発音をもつのは、たんなる偶然ではないと思う」とは、「詩の学校」を主宰

し、ファシリテーターを務める上田假奈代さんのことばです。今は傍にいない大切な人

を、ことばの力を借りつつ思いを馳せる、そんな玄妙な時間が流れた一夜でした。

詩の学校お盆編　「それから」
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去
る
７
月
13
日
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寺
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催
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た
し
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た
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ー
マ
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中
に
ア
ー
ト
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取
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戻
す
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で
し
た
。加
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種
男
さ
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サ
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術
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メ
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ン
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Ｎ
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Ｏ
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人DAN

CEBO
X

）、岡
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さ
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団
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し
て
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ッ
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ー

カ
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と
し
て
ま
た
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感
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に
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る
ラ
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タ
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タ
ミ
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リ
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ウ
コ
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の
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ま
し
た
。

　

１
部
は
、加
藤
種
男
さ
ん
の
基

調
講
演
。美
術
や
演
劇
、音
楽
や

ダ
ン
ス
な
ど
、表
現
形
態
か
ら
の

観
点
で
は
な
く
、昔
か
ら
の
生
活

の
知
恵
と「
ア
ー
ト
」の
関
連
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
か
つ
て
祭
り
は
生
活
の
一
部

で
、観
客
は
な
く
全
員
が
参
加
者

だ
っ
た
。」こ
の
発
言
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、ア
ー
ト
は
観
賞
さ

れ
る
の
み
の
存
在
で
は
な
く
、生

活
を
営
む
あ
ら
ゆ
る
行
為
の
中

に
埋
め
込
ま
れ
た
創
造
的
な
技

術
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
だ

と
力
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
部
で
は
、大
谷
さ
ん
、岡
部

さ
ん
、タ
ミ
ヤ
さ
ん
の
順
に
、ご

自
身
に
よ
る
実
践
報
告
が
あ
り
、

会
場
も
巻
き
こ
ん
だ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。そ

れ
ぞ
れ
が
紹
介
し
た
事
例
は
、

ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ダ
ン
サ
ー
た

ち
と
と
も
に
新
世
界
地
域
の
盆

踊
り
を
復
活
さ
せ
た「
ビ
ッ
グ

盆
！
」、子
ど
も
た
ち
が
撮
影
し

た
何
気
な
い
日
常
の
写
真
を
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
幅
広
く
共
有
す
る

「
世
間
遺
産
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、そ

し
て
、性
感
染
症
予
防
啓
発
の
た

め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
編
集
発

行
に
つ
い
て
で
し
た
。

芸
術
・
生
活
双
方
の
文
化
的
発
展

　

加
藤
さ
ん
の
講
演
は
、塩
の
話

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
工
場
に

て
製
造
さ
れ
た
Na 

Cl
と
、わ
れ
わ

れ
が
太
古
の
時
代
よ
り
口
に
し

て
き
た
塩
は
別
物
で
は
な
い

か
」。そ
こ
か
ら
、純
粋
な
要
素
だ

け
で
構
成
さ
れ
た
も
の
が
ア
ー

ト
と
呼
べ
る
の
だ
ろ
う
か
、と
い

う
問
題
提
起
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

な
お
、今
回
２
部
で
取
り
上
げ

た
事
例
は
、す
べ
て
、実
践
家
と

参
加
者
相
互
の
関
わ
り
を
重
視

し
た
取
り
組
み
で
し
た
。「
ビ
ッ

グ
盆
」は
、2
0
0
6
年
に
、今
は

な
き「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ゲ
ー

ト
」に
て
、途
絶
え
て
い
た
盆
踊

り
を
42
年
間
ぶ
り
に
復
活
さ
せ

た
も
の
で
す
。そ
こ
に
は
、ア
ー

ト
に
対
す
る
認
識
を「
観
賞
」す

る
も
の
か
ら「
参
加
」す
る
も
の

へ
と
変
え
る
き
っ
か
け
に
し
た

い
と
い
う
当
事
者
の
思
い
が
重

ね
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た「
世
界

遺
産
」な
ら
ぬ「
世
間
遺
産
」は
、

子
ど
も
た
ち
が
1
0
0
年
後
に

遺
し
た
い
風
景
を
写
真
で
切
り

取
っ
て
く
る
と
い
う
取
り
組
み

で
す
が
、2
0
0
4
年
当
初
か
ら

回
を
重
ね
る
毎
に
、作
品
の
中
身

よ
り
も
制
作
の
過
程
を
共
有
す

る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
の
こ

未
分
な
ア
ー
ト
の

価
値
に
つ
い
て

と
で
す
。さ
ら
に
、タ
ミ
ヤ
さ
ん

ら
に
よ
る「
フ
ー
ゾ
ク
利
用
者
向

け
S
T
D（
性
感
染
症
）パ
ン
フ

レ
ッ
ト
」は
、仕
事
柄
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
風
俗
嬢
に
対
し

て
で
は
な
く
、お
客
さ
ん
に
対
し

て
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
点

に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。記
事
の
内

容
を
現
役
の
風
俗
嬢
が
編
集
す

る
こ
と
で
、男
女
間
の
よ
り
よ
い

関
係
性
を
見
つ
め
直
す
こ
と
を

狙
っ
て
い
る
と
、関
連
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
取
り
組
み
と

共
に
紹
介
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

 　

後
半
は
、こ
れ
ら
の
実
践
事
例

を
議
論
の
素
材
に
、地
域
の
文
化

的
発
展
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

が
な
さ
れ
ま
し
た
。ア
ー
ト
に
関

す
る
市
民
の「
リ
テ
ラ
シ
ー
」（
選

択
眼
）、多
様
な
主
体
の
連
携
を

促
進
す
る「
さ
ば
き
手
」と
し
て

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
役
割
、「
み

ん
な
」で
物
事
を
決
め
る
た
め
に

は「
待
つ
」こ
と
が
必
要
な
ど
、い

く
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
を
通
じ
て
、

「
不
快
感
や
違
和
感
を
ア
ー
ト
に

見
出
す
こ
と
で
生
き
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
の
で
は
な

い
か
」と
、今
回
の
テ
ー
マ
に
対

す
る
一
定
の
整
理
が
な
さ
れ
ま

し
た
。い
か
に
し
て
芸
術
文
化
と

生
活
文
化
の
両
側
面
を
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、今

後
も
議
論
と
実
践
を
重
ね
ま
す
。

「皆んな味方」な南方
-呼吸するお寺・岡山版?-

　「葬式仏教の打破」「開かれたお寺の創造」に向け
て、様々な展開をするお寺は應典院だけではない。こ
の夏、休みをとって岡山のあるお寺で「復活する夏祭
り」に参加した。
　薬園山長泉寺は、岡山市の中心から2km、南方（み
なみがた）という地域にある。開山は永世6年（1509
年）6月で、平成21年に開山500年を迎える。このお
寺は、京都の仁和寺の系列に連なる。薬師如来を奉
り、今日まで篤い信仰に支えられてきた。
　かつて長泉寺では年2回、お祭りが行われていた。
しかし、現在は1つもなく寂しい限りとなっていた。
「みんなが集まるお寺にしたい！」。現住職の宮本光研

氏は開山500年を機に、地域の人々が集う寺へと復興
させたいと考えた。そこで、地域で音楽を通じた福祉・
教育・文化活動をされている、NPO法人「音楽の砦」理
事長、松原徹氏に「マンダラ音頭～みンなみかた」と
「奉讃　三宝賛歌」のCDと記念Tシャツ作成を依頼し
た。宮本光研氏は、仏教詩人としても世界的に活躍を
されている。よって、作詞はご自身が手がけられた。
　そして本年7月17日、寺で納涼祭を復活させた。
この曲を使って、地元の小学生から20歳代の男女が
「HIPHOP調の」創作盆踊りを2作（若者向と年配
向?）を披露（いずれも少しテンポが速い?）。ヤング
オールド合唱団が登場したり、地域に住む南米の方

佐伯典彦（介護福祉士・介護支援専門員）
岡山大学卒。放送大学大学院文化科学研究科修士課程政策経営プログラム（福祉政
策）修了。應典院寺町倶楽部会員。
市社会福祉協議会、専門学校専任教員、障害者施設・老人福祉施設職員、短大非常勤
講師（兼務）等を経て、三重県伊賀市　社会福祉法人　青山福祉会　デイサービスセ
ンターあおやま「百々」生活相談員（介護福祉士・介護支援専門員）。最近の主な研究
は、「御詠歌・読経を用いた認知症高齢者への介護実践」（日本福祉文化学会『福祉文
化研究』vol.17 2008年）。「老人デイサービス利用者への仏教介護的な相談・助言
に関する試論」（『日本仏教社会福祉学会年報』第39号　2008年）。

が、故郷の料理の模擬店を出店したり、地域の老若男
女が寺に集った。祭りは大成功であった。地域の人々
が寺に期待し、寺がその期待に応える気持ちの良い
関係の成立。それは開かれたお寺の復活を意味する。
さしずめ、呼吸する寺岡山版とでも言えよう。
　ちなみに三重在住の私だが、毎年12月26日に應典
院で開催されている「自分感謝祭」に参加している。1
年を振り返り、次の1年を展望するよい機会だ。この
場にも「祭」という文字が入っているのが興味深い。
　以上、地域の人々が集う開かれた寺院の創造に向
けての取り組みを取り上げた。長泉寺の、また「元祖」
呼吸するお寺の應典院の今後に期待している。

　
「
秋
田
住
職
が
市
民
僧
と
言
っ

て
い
る
概
念
を
、私
は
あ
え
て
僧

侶
Ｂ
と
言
い
換
え
ま
し
た
。半
人

前
の
Ｂ
級
僧
侶
と
い
う
意
味
で

は
な
く
、葬
儀
な
ど
を
行
う
人
た

ち
と
は
違
う
枠
組
み
だ
と
い
う

こ
と
を
訴
え
る
た
め
で
す
。」

　

應
典
院
主
幹
・
山
口
洋
典
は
、

僧
侶
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
を
語

る
。

　

應
典
院
寺
町
倶
楽
部
の
事
務

局
長
を
務
め
て
い
る
山
口
は
、浄

土
宗
寺
院
・
應
典
院
の
主
幹
で
も

あ
る
。主
幹
と
い
う
肩
書
き
は
自

治
体
で
は
馴
染
み
が
あ
る
が
、お

寺
で
は
希
だ
。い
み
じ
く
も
、東

京
・
愛
宕
に
あ
る
青
松
寺
に
て
、

以
前
南
直
哉
師
が
同
じ
く
主
幹

と
い
う
肩
書
き
を
付
し
て
い
た
。

外
に
出
て
行
く
住
職
で
も
な
く
、

内
を
固
め
る
執
事
で
も
な
い
。カ

タ
カ
ナ
用
語
を
用
い
て
も
よ
い

な
ら
、主
幹
と
は
さ
し
ず
め
事
業

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
言
え
る
。

　
「
僧
侶
と
し
て
働
く
こ
と
に
特

に
抵
抗
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
、秋
田
住
職
×
應
典
院
と
い

う
条
件
で
な
か
っ
た
ら
、僧
侶
に

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。そ
れ
は

仏
道
に
専
心
す
る
た
め
に
僧
侶

に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら

で
す
。自
分
の
理
解
者
の
も
と
で

働
き
た
い
と
い
う
思
い
を
叶
え

る
た
め
に
は
得
度
す
る
必
要
が

あ
っ
た
、そ
れ
だ
け
で
す
。」

　

應
典
院
で
働
か
な
い
か
と
誘

い
を
掛
け
た
の
は
秋
田
光
彦
大

蓮
寺
住
職
・
應
典
院
主
幹（
当
時
）

で
あ
っ
た
。も
っ
と
悩
む
は
ず
と

思
っ
て
い
た
秋
田
は
、二
つ
返
事

で
了
承
し
た
山
口
に
驚
い
た
と

い
う
。05
年
の
夏
の
こ
と
で
あ

る
。サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
家
庭
に

育
っ
た
山
口
は
、大
学
関
係
に
職

を
得
て
、社
会
人
大
学
院
生
と
し

て
應
典
院
の
あ
る
上
町
台
地
界

隈
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
秋
田
と
の
信
頼
関
係
を
深

め
た
。そ
し
て
、06
年
度
に
應
典

院
に
着
任
し
、時
を
同
じ
く
し
て

突
如
と
し
て
僧
侶
と
な
っ
た
。

　
「
僧
侶
Ｂ
と
い
う
言
葉
は
、環

境
問
題
の
解
決
に
必
要
な
発
想

と
し
て
レ
ス
タ
ー
ブ
ラ
ウ
ン
と

い
う
人
が
訴
え
た「
プ
ラ
ン
Ｂ
」

が
元
ネ
タ
で
す
。社
会
問
題
の
解

決
に
必
要
な
発
想
は
僧
侶
Ｂ
と

い
う
具
合
で
…
…
」

　

山
口
の
特
徴
は
、秋
田
以
上
に

言
葉
に
こ
だ
わ
る
こ
と
だ
。既
に

應
典
院
で
展
開
さ
れ
て
い
る
催

し
の
い
く
つ
か
で
、山
口
が
パ
ソ

コ
ン
を
駆
使
し
つ
つ
、瞬
発
力
で

文
章
を
捻
り
出
す
風
景
を
見
た

方
も
多
い
だ
ろ
う
。実
は
山
口
は

應
典
院
に
着
任
し
た
同
じ
年
、5

年
の
任
期
で
同
志
社
大
学
の
教

員
を
兼
職
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

実
践
の
意
味
を
言
語
化
し
た
い

と
い
う
欲
求
は
、学
究
心
か
ら
も

駆
ら
れ
て
い
る
。

　
「
應
典
院
は
こ
の
10
年
、秋
田

住
職
の
人
格
・
求
心
力
・
活
動
力
・

発
信
力
を
財
産
に
、多
方
面
か
ら

注
目
を
集
め
て
き
ま
し
た
。そ
の

結
果
と
し
て
、現
在
の
リ
ピ
ー

タ
ー
や
フ
ァ
ン
が
存
在
し
、か
け

が
え
の
な
い
財
産
と
な
っ
て
い

ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、今
後
は
秋

田
住
職
と
は
違
っ
た「
場
と
し
て

の
應
典
院
」の
魅
力
を
再
提
示
し

て
い
な
け
れ
ば
、と
思
っ
て
い
ま

す
。」

　

應
典
院
は
お
寺
で
あ
り
な
が

ら
、多
彩
な
事
業
を
展
開
す
る
。

だ
か
ら
こ
そ
事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
が
必
要
と
さ
れ
る
。し
か
し

お
寺
は
他
の
文
化
施
設
な
ど
と

異
な
り
、予
算
の
合
理
化
が
最
重

要
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。そ
の

代
わ
り
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
催
し
の

意
義
が
問
わ
れ
る
。

　
「
應
典
院
は
お
寺
と
し
て
は
風

変
わ
り
な
建
築
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
れ
っ
き
と
し
た
お
寺
で

す
。宗
教
空
間
に
ど
の
よ
う
な
時

間
を
演
出
す
る
の
か
が
よ
い
の

か
、常
に
事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

に
は
倫
理
観
が
問
わ
れ
て
い
る

と
思
っ
て
、適
度
な
緊
張
感
を
持

ち
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」

　

秋
田
住
職
と
同
じ
く
、山
口
も

ま
た
、應
典
院
が
持
つ
場
所
の
力

に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
。震
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
共
通
経
験

を
持
つ
二
人
の
リ
レ
ー
が
、應
典

院
と
い
う
希
有
な
力
を
放
つ
場

を
介
し
て
ど
の
よ
う
な
輝
き
を

放
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
。

目
が
離
せ
な
い
。

再建10周年を控えて着任した二代目主幹。
お寺で事業をプロデュースするにあたり、
自らを「僧侶Ｂ」と位置づけ、社会の問題解決に取り組む。

山口洋典さん (浄土宗・應典院主幹）

▲浄土宗の宗徒になるにあたり、秋田光彦住職に
対し、仏、法、僧の「三宝」を敬うことを誓う。＝法
然院（京都市左京区）の本堂にて（06年5月2日)

7月19日、「ARCAudio!」公開録音ライブ「ふぞろいな

つわものたち」がアップルストア心斎橋にて開催さ

れました。大阪から気鋭のシンガーソングライター 

“peck you!!”、京都からダンサー “ニイユミコ（from 

花嵐）”、そして、同じく京都から超脱力系ヒップ

ホップギターデュオ “パーフェクトダンサー”が登

場。会場には50人程のお客さん。内容は「これでも

か！」という程、どのアーティストも大胆かつ斬新な作風を繰り広げてくれました。近々、

ライブ模様が「ARCAudio!!」にて公開されますので要チェックです！

space×drama2008協働プロデュース公演
突劇金魚「しまうまの毛」

関西にはこんなに面白いアートシーンが存在しています

「ふぞろいなつわものたち」in AppleStore Shinsaibashi


